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　毎
朝
の
習
慣
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
宇
加
地
公
民

館
に
あ
る
サ
ロ
ン
「
ゆ
ん
た
く
市
場
」
で
入
れ
た
て

の
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ヒ
ー
と
仲
間
と
の
語
ら
い
で

す
。　午

後
の
仕
事
を
終
え
た
良
善
さ
ん
に
と
っ
て
、
一

日
の
締
め
く
く
り
に
公
民
館
職
員
と
サ
ク
ラ
猫
ミ
ー

ち
ゃ
ん
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア

で
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
の
が
楽
し
み
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
と
地
域
で
自
分
の
役
割

を
自
覚
す
る
こ
と
は
、
体
調
管
理
の
意
識
向
上
だ
け

で
な
く
認
知
症
予
防
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
良
善
さ

ん
は
幼
い
頃
の
戦
争
体
験
や
戦
後
の
生
活
を
サ
ロ
ン

で
語
り
な
が
ら
「
世
界
の
恒
久
平
和
」
を
強
く
願

い
、
毎
日
地
域
の
集
い
の
場
を
明
る
く
照
ら
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。記

事
提
供
：
高
齢
者
福
祉
係
　大
黒
志
保

記
事
担
当
：
大
城
　保

シリーズ第4回　地域の元気なおじーおばー

宇加地区　友寄良善さん（88歳）



議　会　だ　よ　り 2第145号（令和2年8月20日）

一般会計補正予算（第２号）

歳入に関する質疑応答

質：新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金６５８９万円の使途について
答：商工振興費の２事業、雇用調整助成金利活用事業所支援委託事業と事業所家賃支援
委託事業１億３７２万８千円に充てるもので、３７８３万８千円は一般財源として
支出する。

補正額：　　 ４億７２９８万７千円
総　額：１１０億６７２８万５千円
質
答

歳出に関する質疑応答

質：新型コロナウイルス感染症対策消耗品９１万５千円について
答：前回可決されたものは、役場庁舎や村内関係団体への感染症対策消耗品で、今回は
災害時における避難所での感染症対策消耗品である。

質
答

質：沿岸海域環境保全事業３６００万円について
答：新型コロナウイルス感染症対応として海域で働く者の雇用創出を生み出す事業で、
サンゴの移植、オニヒトデ駆除、海中清掃等を行う事業である。

意見：対象者に偏りが無いよう実施し、また村全体に還元できるような事業も行ってほ
しい。

質
答

意見：喜瀬武原１１号線、勢高１・２号線道路整備事業について、「村の工事発注を早
めに行った方が感染症対策につながり波及効果もあるのでは」

答：喜瀬武原１１号線と勢高１号線は９月に発注予定である。答

議　会　だ　よ　り3 （令和2年8月20日）第145号

記事担当　安里　周作

一般会計補正抜粋

繁殖牛農家飼料購入補助金
132万6千円

小規模保育設置促進事業
旧ゆうな保育園を改修

2516万3千円

沿岸海域環境保全事業
（海中清掃作業等）3600万円 GIGAスクール小学校情報機器購入費

タブレットを全生徒に配布し、
授業で活用する。

7825万8千円

村道喜瀬武原11号線道路整備工事
（安富祖区熱田～喜瀬武原） 村道勢高１号線道路整備工事

２億3825万1円

道路整備工事
（村道勢高2号線含む）



議　会　だ　よ　り 4第145号（令和2年8月20日）

一般会計補正予算（第３号）

質疑応答
質：定住促進事業用地取得総合支援業務とは
答：谷茶区における用地取得事業で、対象100筆の残り26筆の購入委託業務である。
質：村道勢高2号線の用地取得事業で、未契約の理由と、契約者への支払いが遅れている

理由は。
答：土地所有者の相続人の数が多く、承諾を得るのに時間を要している事と、昨今の新

型コロナウイルス感染症の影響で登記業務が遅れている事が原因である。
質：景気回復支援商品券事業の農水産物専用3000円、共通用7000円の商品券をもっと

使いやすい統一した商品券にできないか。
答：収入が減少した村民を支援するとともに、売り上げが低下した村内農水産業従事者

を応援することを目的としており、商品券利用の際に偏りが出ないよう、村内の農
水産物を意識させるためである。

補正額：　　 ２億１７６８万１千円
総　額：１１２億８４９６万６千円

村民一人当たり、
10,000円の商品券!!

質

質

答
質

答

答

景気回復支援商品券事業

1億2550万円
村内主要ホテル感染予防機器購入等
補助（サーモグラフィや非接触型体
温計等） 4100万円

記事担当　大城　保

議　会　だ　よ　り5 （令和2年8月20日）第145号

　本
陳
情
は
、
村
関
係
の
農
業
関

係
３
団
体
（
恩
納
村
地
域
農
業
振

興
推
進
協
議
会
、
沖
縄
県
花
卉
園

芸
農
業
組
合
、
（
有
）
沖
縄
北
部

花
卉
園
芸
組
合
）
連
名
で
提
出
さ

れ
、
そ
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
経
済
が

大
混
乱
を
起
こ
し
、
本
村
で
も
観

光
産
業
や
農
産
物
の
消
費
低
迷
等

に
よ
り
農
産
物
の
出
荷
量
及
び
出

荷
制
限
に
よ
る
生
産
物
の
廃
棄
処

分
、
販
売
価
格
の
下
落
が
本
村
農

業
に
も
例
外
な
く
多
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
て
お
り
、
農
家
へ
の
影

響
が
出
て
い
る
。

　生
産
農
家
の
収
入
が
目
減
り
し

て
い
く
中
、
外
国
人
技
能
研
修
制

度
を
活
用
し
た
研
修
生
及
び
雇
用

者
人
件
費
支
払
、
既
存
借
り
入
れ

の
返
済
、
生
活
費
、
今
後
の
再
生

産
費
等
の
目
途
が
立
た
な
い
状
況

で
、
生
産
農
家
が
前
に
進
め
な
い

状
況
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
生

産
農
家
に
対
す
る
緊
急
か
つ
効
果

的
な
助
成
を
国
・
県
・
村
に
要
請

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　委
員
会
で
審
査
し
た
結
果
、
観

光
関
連
団
体
の
陳
情
も
先
に
取
り

上
げ
、
陳
情
も
採
択
さ
れ
、
国
・

県
へ
意
見
書
も
送
付
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
関
係
業
種
で
影
響
は
受
け
て
い

る
の
で
、
本
村
議
会
と
し
て
、
当

然
取
り
上
げ
採
択
し
、
要
請
す
べ

き
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　採
決
の
結
果
、
出
席
し
た
全
委

員
の
賛
成
で
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

陳
情
第
９
号
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
関
連
の
影
響
を
受
け
た
農
業

経
営
者
へ
の
再
生
産
に
つ
な
が
る

支
援
に
つ
い
て（
要
請
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
特
別
委
員
会
審
査
報
告（
抜
粋
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

（要請内容）令和２年４月22日要請（８件）
１．新型コロナウイルスの影響による単価安になった販売量分の単価助成
　　（算定例）過去５年中３年の各品目平均単価を基準
１．花卉類の出荷停止で廃棄処分した分量の平均価格での補填
１．今後の各種作付け費用（資材等）について一定期間費用補填
１．恩納村農業生産資材補助金率のアップ（第４回５月臨時会補正予算において可決）
１．公庫セーフティネット資金とＪＡ・花卉農協の新型コロナ対策融資に対する利子助成
１．農産物関係リース事業等の支払い猶予
１．外国人技能研修制度を活用した研修生の給与一部助成
１．農林水産物流通条件不利性解消事業等の恒久的制度化

農業生産資材補助 自動選別機花ロボ



議　会　だ　よ　り 6第145号（令和2年8月20日）

新型コロナウイルス感染症の拡大により影響を受けた
農業経営者への再生産につながる支援拡充を求める意見書

　世界規模で蔓延した新型コロナウイルスによる感染症は、国境を越えて世界各地に拡
大し、多くの感染者・死者が発生している。
　我が県においても、２月13日に初めて感染者が確認されて以来、次々と感染者が確認
されていたが、全国的かつ急速な蔓延による国民生活及び国民経済に甚大な影響を及ば
すおそれがある事態が発生したと国は判断し、令和２年４月７日に緊急事態宣言を発出
し、国民に不要不急の外出の自粛、感染防止対策を呼びかけたことにより、感染拡大傾
向は収まってきたように思える。
 ただし、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による国民の外出・消費の低迷は本村の
農業にも深刻な影響を与えており、生産農家に対する緊急かつ効果的な助成が必要であ
る。
 よって議会は、農業への影響を最小限に食い止め、農家が安心して農業経営を継続でき
るためにも、以下の事項について強く要請するものである。

１．新型コロナウイルスの影響による単価安になった販売量分の単価助成
２．花卉類の出荷停止で廃棄処分した分量の平均価格での補填
３．公庫セーフティーネット資金とＪＡ・花卉農協・北部花卉の新型コロナ対策融資に
対する利子助成
４．外国人技能実習制度を活用した実習生の給与一部助成
５．農林水産物流通条件不利性解消事業等の恒久制度化

以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

令和２年６月15日
沖縄県国頭郡恩納村議会　

宛　先　内閣総理大臣、衆議院議長、参議院議長、経済産業大臣、農林水産大臣、
　　　　財務大臣、新型コロナウイルス感染症対策担当大臣、沖縄県知事
※ 陳情第9号は本会議において全会一致で採択され、意見書も可決し送付されました。

廃棄処分される菊 外国人研修生
記事担当：外間　勝嘉

議　会　だ　よ　り7 （令和2年8月20日）第145号

農林水産物流通条件不利性解消事業
の恒久制度化について

　改正沖縄振興特別措置法が2022年３月31日（令和３年度末）に期限が切れる。

　沖縄振興に資する事業を県の自主的な選択により事業が実施でき、国が財政を支援す

る沖縄振興特別推進交付金（一括交付金）が平成24年創設された。その中に沖縄県産農

林水産物の輸送コスト軽減を図る「農林水産物流通条件不利性解消事業」がある。

　全国では、国策により長い年月と膨大な予算をかけて①九州は関門トンネルをS17年

に開通。②北海道は青函トンネルが昭和63年に開通。③四国は瀬戸大橋が昭和63年に開

通。全国のインフラが整備された。今後も維持管理され恒久的に使用されていくと考え

る。

　一方、沖縄県は、離島県で海に囲まれている。一番近い鹿児島県まで遠距離であり橋

やトンネル建設は不可能であり船舶輸送と航空輸送に頼るしかない。

　「農林水産物流通条件不利性解消事業」は、一時的な輸送費補助ではなく、国策によ

る全国の交通インフラと同様な考えで、新たに改正沖縄振興特別措置法では恒久的な制

度にするべきと考える。

記事担当：外間　勝嘉
資料提供：JA沖縄中央会



議　会　だ　よ　り 8第145号（令和2年8月20日）

在沖米軍に対する
新型コロナウイルス感染防止対策を求める

決議・意見書
　令和２年７月９日、在沖米軍はキャンプ・ハンセンで複数の関係者が新型コロナウイルスに感
染したと発表した。また、７月１５日には在沖米軍関係者の感染者数が１３０名以上に上ること
が明らかになった。
　キャンプ・ハンセンではハンセン所属の隊員だけではなく、県内の各部隊に所属する兵士が訓
練を行っており、施設に隣接する我が村の村民は大きな不安を感じている。また徐々に再開に向
かおうとしていた本村の観光への影響も危惧される。新型コロナウイルス感染防止の観点から、
在沖米軍の感染防止対策の徹底は基より、その感染状況の公表は重要事項である。
　よって、恩納村議会は下記の事項が速やかに措置されるよう強く要求する。

記

　１．在沖米海兵隊の県外・国外からの人事異動者を対象とした経過観察は基地内で行うととも
に、感染者の基地内隔離と外出禁止を徹底すること。

　１．県外・国外から沖縄への軍人軍属への移動を中止すること。
　１．基地内の警戒を最高レベルに引き上げ、キャンプ・ハンセンの閉鎖と感染拡大防止策を徹
底すること。

　１．米軍関係者の感染者数、基地内の医療体制、検査体制、濃厚接触者数及び行動履歴など具
体的な情報を直ちに開示すること。※１

　１．米軍基地関係者及び基地外で軍人軍属と身近に接した民間人に対して新型コロナウイルス
感染に関する検査を速やかに実施すること。※２

　１．日米地位協定を抜本的に改定し、検疫法などの国内法を適用すること。

意見書では：
※１　１．米軍基地関係者に対する新型コロナウイルス感染に関する検査を速やかに実施するこ

と。
※２　１．基地外で軍人軍属と身近に接した民間人に対して新型コロナウイルス感染に関する検

査を速やかに実施すること。

令和２年７月20日
沖縄県恩納村議会　

【意見書宛先】地方自治法第99条の規定により意見書を提出
　内閣総理大臣、外務大臣、防衛大臣、
　沖縄及び北方対策担当大臣、沖縄防衛局長
【決議宛先】
　駐日米国大使、在日米軍司令官、
　在日米軍沖縄地域調整官、第３海兵遠征軍司令官、
　在沖米国総領事

記事担当　山田　政幸

議　会　だ　よ　り9 （令和2年8月20日）第145号

令和２年第５回恩納村議会定例会

議会会議録は議会事務局、各字公民館でご覧いただけます。
また、村ホームページ（議会ネット中継・会議録）からも検索できます。

今回の一般質問
〔●（白抜き）は今回掲載された質問です〕

一般質問（6月定例会）

○国の新型コロナウイルス感染症に伴う支援

策について

○村独自の支援策について

仲田　豊　議員 A967－8338 P10

○真栄田漁港グラウンド照明施設撤去後に再

整備実施する是非について

○中学校統合後の小学校経営の継続的・計画

的運営について

○県道６号線沿線の交通事故等及び係る開発

について

吉山盛次郎　議員 A965－0669 P13

※質問の要旨は、一般質問通告書でご確認下さい

○新型コロナ対応の実績と計画について

P11宮﨑　豊　議員 A966－2458

○新型コロナウイルス感染症対策について

○万座毛の環境整備について

P12安里　周作　議員 A966－8352

9月定例会のご案内！！
９月定例会は、９月7日（月）開会を予定しています。
なお、会期や、一般質問などの詳細な日程については、議会事務局まで問い合わせください。
皆様の傍聴を、お待ちしております。

【問い合わせ先】議会事務局　☎（098）966-１１９９



議　会　だ　よ　り 10第145号（令和2年8月20日）

　
　
国
の
支
援
策
個
人
、世
帯
、事
業
主

向
け
が
あ
り
ま
す
。特
別
定
額
給
付

金
の
概
要
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
伺

い
ま
す
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
特
別
定
額
給
付
金
は
国
民
１
人
当

た
り
１０
万
円
を
給
付
す
る
も
の
で
、
村

の
現
時
点
の
対
象
は
、
１
万
１
千
１
百

３５
人
で
、
金
額
に
し
て
１１
億
１
千
３
百

５０
万
円
の
事
業
と
な
って
お
り
、
第
２

回
支
払
日
の
６
月
８
日
に
は
、
９
千
８０

人
分
で
割
合
で
８１
・
６
％
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。申
請
窓
口
は
総
務
、
企
画
課

を
主
体
と
し
て
隔
日
の
２
班
体
制
で

申
請
受
付
や
支
払
業
務
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
　
給
付
基
準
が
令
和
２
年
４
月
２７
日

で
あ
る
。基
準
か
ら
何
カ
月
ま
で
支

給
さ
れ
る
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
村
の
受
付
が
５
月
１８
日
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。国
の
指
針
は
受
付
か
ら
３

カ
月
後
ま
で
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、８

月
１７
日
を
期
限
と
し
て
い
る
。

　
　
緊
急
小
口
融
資
、
総
合
支
援
金
の

２
つ
を
伺
う
。

　
　
福
祉
課
長
　長
浜
保
治

　
　
い
ず
れ
も
村
社
会
福
祉
協
議
会
が

窓
口
と
な
って
お
り
、
振
込
作
業
は
沖

縄
県
社
会
福
祉
協
議
会
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
　
社
協
に
行
っ
て
調
べ
た
が
、
隣
の
宜

野
座
村
、金
武
町
を
比
べ
る
と
、恩
納

村
は
小
口
金
融
貸
付
け
が
す
ご
く
多

い
。宜
野
座
村
６６
件
、
金
武
町
６４
件
、

我
が
村
は
１
５
８
件
で
恩
納
村
の
住

民
が
生
活
し
て
い
る
上
で
困
っ
て
い

る
こ
と
が
言
え
る
。ホ
テ
ル
、
飲
食
店
、

休
業
し
て
に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
い
か
な

い
こ
と
で
小
口
金
融
か
ら
借
り
、そ
れ

で
生
活
を
つ
な
い
で
い
る
。村
長
、
こ

の
数
字
を
ど
う
思
い
ま
す
か
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
本
当
に
村
内
も
大
変
厳
し
い
生
活

を
強
い
ら
れ
る
方
が
か
な
り
い
る
こ
と

を
承
知
し
て
い
ま
す
。現
在
村
で
は
、経

済
が
大
変
停
滞
し
て
お
り
、
特
に
ホ
テ

ル
、漁
業
、農
業
の
ほ
う
で
す
が
、今
後

経
済
対
策
、生
活
が
も
と
の
と
お
り
戻

る
よ
う
な
形
に
し
、
生
活
の
安
定
支
援

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
　
村
独
自
で
９
事
業
あ
り
、
そ
の
事

業
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
福
祉
課
で
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
、保
育
料
減
免
措
置
事
業
。農
林

水
産
課
は
、生
産
物
奨
励
事
業
、水
産

物
生
産
奨
励
事
業
。商
工
観
光
課
で

雇
用
調
整
助
成
金
利
活
用
支
援
事
業

委
託
事
業
、
村
内
事
業
所
支
援
委
託

事
業
。学
校
教
育
課
で
村
内
在
住
高

校
生
就
学
支
援
緊
急
助
成
金
、
学
校

給
食
費一定
期
間
免
除
事
業
。総
務
課

で
感
染
症
等
マ
ス
ク
、
消
毒
液
購
入
事

業
の
9
つ
の
事
業
で
す
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

伴
う
高
等
学
校
な
ど
の
臨
時
休
校
及

び
保
護
者
の
長
期
休
業
に
５
万
円
を

与
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
長
期
休
業

を
し
て
い
な
い
方
は
ど
う
な
り
ま
す

か
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
こ
の
趣
旨
の
目
的
の
文
言
に
は
長
期

休
業
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は

保
護
者
全
て
対
象
に
行
っ
た
次
第
で
す
。

　
　
国
難
と
言
わ
れ
て
い
る
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
で
す
ね
、我
が
村
も
こ
れ
に
耐

え
ま
し
た
。国
か
ら
の
給
付
金
も
あ
っ

た
け
ど
、そ
れ
な
り
の
使
い
方
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。村
長
の
英
断
と
政
治

決
断
で
、苦
し
ん
で
い
る
村
民
に
２
万

円
給
付
し
た
ら
ど
う
か
と
強
く
望
む

の
で
す
が
、ど
う
で
す
か
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
国
、
県
が
進
め
て
い
る
支
援
事
業
に
、

さ
ら
に
支
援
が
行
き
届
か
な
い
部
分
も

施
策
を
展
開
し
、村
内
の
経
済
回
復
が

大
変
重
要
な
こ
と
で
、
そ
の
中
で
村
民

に
支
援
で
き
る
方
法
を
考
え
て
お
り
ま

す
。
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国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
伴
う
支
援
策

に
つ
い
て

仲
田
　豊
　議
員

村
独
自
の
支
援
策
に
つ
い

て
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３
月
定
例
会
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

多
く
の
事
業
が
実
施
ま
た
は
計
画
さ

れ
て
お
り
ま
す
。今
回
予
算
計
上
さ

れ
て
お
り
ま
す
海
岸
海
域
環
境
保
全

事
業
３
千
６
百
万
円
に
つ
い
て
の
説

明
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
低
迷
す
る
観
光
業
に
関
係
い
た
し

ま
す
漁
業
者
、
ま
た
は
事
業
者
、
特
に

ダ
イ
ビ
ン
グ
関
係
、そ
う
いっ
た
方
々
の

雇
用
創
出
を
重
点
的
に
考
え
た
事
業

内
容
と
な
って
ま
す
。サ
ン
ゴ
の
植
付
け
、

オ
ニ
ヒ
ト
デ
駆
除
、
海
中
清
掃
と
い
う

と
こ
ろ
に
重
き
を
置
い
て
い
る
。

　
　
商
工
会
に
お
い
て
事
業
者
支
援
給

付
金
の
相
談
が
実
施
さ
れ
、
大
勢
の

経
営
者
が
窓
口
に
訪
れ
て
お
り
ま
す
。

土
日
も
職
員
は
出
勤
し
て
対
応
を
し

て
い
た
よ
う
で
し
た
。村
内
事
業
者

か
ら
は
「
大
変
よ
か
っ
た
」
と
の
声
も

聞
こ
え
ま
す
。国
の
支
給
判
断
が
変

わ
っ
た
り
で
、
何
度
も
相
談
に
訪
れ
る

事
業
者
も
多
く
、
予
算
の
不
足
が
懸

念
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、追
加
の
予
算

措
置
は
可
能
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
雇
用
調
整
助
成
金
の
申
請
に
係
る

支
援
と
し
て
、
６５
事
業
所
に
な
る
見
込

み
と
な
って
お
り
ま
す
。今
、
概
算
で
そ

の
予
算
請
求
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は

対
応
し
て
お
り
ま
す
。今
後
も
、
出
る

よ
う
で
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
学
童
施
設
補
助
や
保
育
料
減
免
措

置
等
の
支
援
は
既
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
け
れ
ど
も
、特
に
独
り
親
世
帯
へ
の

支
援
な
ど
が
必
要
か
な
と
い
う
ふ
う

に
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
の
辺
の
対

応
は
で
き
な
い
か
。

　
　
福
祉
課
長
　長
浜
保
治

　
　
村
立
保
育
所
及
び
認
可
保
育
園
等

に
つ
き
ま
し
て
、約
半
年
間
、保
育
料
の

無
償
と
い
う
こ
と
で
予
算
を
計
上
し
て

い
ま
す
。独
り
親
世
帯
へ
の
支
援
で
す

が
、今
後
、検
討
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
新
聞
に
ホ
テ
ル
売
却
の
文
字
が
あ

り
ま
し
た
。ま
だ
ま
だ
先
が
見
通
せ

な
い
状
況
で
、村
内
の
ホ
テ
ル
が
こ
れ

か
ら
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
大
変
心

配
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。水
道

料
金
の
減
免
措
置
半
年
間
免
除
は
今

回
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、ま

だ
ホ
テ
ル
対
策
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。第
２
、
第
３
弾

の
支
援
を
し
て
い
く
と
い
う
ふ
う
な

話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、ホ
テ
ル

運
営
は
村
の
運
営
に
も
大
き
な
ウ
エ

イ
ト
を
占
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。今

後
の
展
望
を
村
長
に
伺
い
ま
す
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
の
被
害

は
、
元
の
経
済
状
態
に
戻
る
ま
で
に
は

大
変
長
い
時
間
を
要
す
る
だ
ろ
う
と

予
想
さ
れ
ま
す
。第
２
波
、第
３
波
への

予
防
対
策
も一緒
に
な
って
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
れ
と
同
時
に

経
済
の
回
復
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
こ
ろ
で
す
。国
の
ほ
う
で
も
Ｇｏ 

　

Ｔｏ
　 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
い
う
こ
と
で
、

観
光
の
ほ
う
を
特
に
盛
り
上
げ
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
わ
け
で

す
が
、
恩
納
村
と
し
て
も
観
光
リ
ゾ
ー

ト
産
業
が
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、こ
れ
ま
で
施
策
、ま
た
支

援
で
き
な
か
っ
た
部
分
を
ま
た
次
の
補

正
予
算
を
組
ん
で
皆
様
方
に
お
諮
り

し
た
い
と
。本
当
に
観
光
の
皆
さ
ん
、大

変
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま

す
。そ
う
いっ
た
部
分
、私
ど
も
も
積
極

的
に
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
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　専
門
学
校
、大
学
生
、大
学
院
生
の

支
援
に
つ
い
て
、
世
帯
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
支
援
及
び
実
態
把
握
の
実
施

は
行
わ
れ
た
の
か
。

　
　学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
大
学
生
の
い
る
世
帯
の
ア
ン
ケ
ー
ト

は
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。高
校
生
の

い
る
保
護
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
っ
て
集
約
し
て
い
る
。ア
ン
ケ
ー
ト
は

大
学
、専
門
学
校
への
進
学
も
選
択
肢

を
設
け
て
やって
い
ま
す
。今
後
必
要
に

応
じ
て
、大
学
生
の
い
る
世
帯
への
ア
ン

ケ
ー
ト
の
方
法
も
併
せ
て
考
え
た
い
。

　
　
高
校
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、具
体
的

な
結
果
は
出
て
い
な
い
か
。

　
　学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
中
間
内
容
は
、
高
校
生
に
対
し
て
２

１
２
名
、
約
６６
・
９
％
の
実
績
が
あ
り

ま
し
た
。今
見
え
て
い
る
の
が
、卒
業
後

に
就
職
を
希
望
し
て
い
る
選
択
が
約

２０
％
占
め
て
い
ま
し
た
。村
の
就
学
支

援
を
受
け
て
い
る
パ
ー
セ
ン
ト
に
近
い

も
の
が
見
え
て
き
た
。今
ま
で
手
を
つ

け
て
い
な
か
っ
た
部
分
も
、検
討
し
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
　専
門
学
校
、
大
学
生
等
の
実
態
把

握
、情
報
交
換
等
を
行
い
、恩
納
村
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
事
業
と
し
て

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
大
学
生
、専
門
学
校
、短
大
を
含
め

て
、ま
た
財
源
も
含
め
て
、こ
れ
か
ら
制

度
設
計
も
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。今
後
高
校
、
大
学
あ
た
り
に
つ
な

ぐ
、い
わ
ゆ
る
隙
間
で
あ
る
と
こ
ろ
ま
で

手
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　万
座
毛
保
存
管
理
活
用
計
画
書
の

目
的
で
、
基
本
方
針
の
芝
生
の
修
復

と
保
護
増
殖
実
施
事
業
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
内
容
を
伺
い
ま
す
。

　
　社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　
植
栽
の
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
踏
圧
や
水
の
影
響
に
よ
り
、
芝

や
土
の
損
傷
が
激
し
く
、植
物
と
景
観

が
損
な
わ
れ
た
た
め
、
修
復
事
業
と
し

て
高
麗
芝
の
保
護
増
殖
事
業
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　
　
全
体
で
は
な
く
、一部
分
と
い
う
こ

と
で
理
解
し
て
よ
ろ
し
い
か
。

　
　社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　
万
座
毛
の
高
麗
芝
、よ
そ
か
ら
の
移

植
が
で
き
な
い
も
の
で
す
か
ら
、こ
こ
に

あ
る
も
の
を
移
植
し
て
事
業
と
し
て

行
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
事
業
と
し
て
全
体
的
な
芝
生
管
理

の
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
か
伺
い
ま

す
。

　
　社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　
芝
生
の
保
護
、
増
殖
が
必
要
な
箇

所
に
つ
い
て
は
、
万
座
毛
保
存
管
理
活

用
計
画
書
に
基
づ
い
て
、
関
係
機
関
と

調
整
及
び
協
議
し
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
万
座
毛
の
保
存
管
理
の
基
本
方
針

で
、
名
勝
及
び
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
た
当
時
の
状
況
を
目
指
し
、
保

護
管
理
を
実
施
し
て
い
く
と
い
う
事

で
、当
時
の
景
観
の
イ
メ
ー
ジ
が
ど
の

よ
う
な
感
じ
で
あ
っ
た
と
思
う
か
伺

い
ま
す
。

　
　社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　
文
献
と
か
写
真
等
を
見
る
と
、波
に

削
ら
れ
た
琉
球
石
灰
岩
の
断
崖
上
に

芝
生
の
広
場
が
広
が
っ
て
い
る
。断
崖

上
の
広
場
は
青
い
芝
生
で
岩
の
上
や
断

崖
に
は
貴
重
な
植
物
が
生
え
て
い
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　
　
管
理
計
画
書
の
中
の
今
後
の
課
題

を
伺
い
ま
す
。

　
　社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　
今
後
の
課
題
、
１
か
ら
１０
ま
で
の
３

番
で
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
に
つ
い
て
は

令
和
元
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま

す
。（
４
）の
植
物
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
景
観
等
の
写
真
等
を
撮
り
な
が
ら

実
施
し
て
い
く
。
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◆
◆
◆
●
◆
◆
◆
◆
◆
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質

質 質質 答答答

答 答

質

質質質

答

答答

安
里
　周
作
　議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て

万
座
毛
の
環
境
整
備
に
つ

い
て

植物と景観が損なわれた万座毛
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真
栄
田
漁
港
グ
ラ
ウ
ン
ド
照
明
施

設
が
撤
去
さ
れ
て
い
ま
す
。よ
っ
て
山

田
校
区
の
照
明
を
有
す
る
運
動
場
は

限
定
さ
れ
る
。集
約
化
と
い
う
事
、
こ

れ
は
公
平
性
を
保
て
て
い
る
の
か
ど

う
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　
　
社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　
照
明
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
落
下

の
危
険
性
か
ら
今
年
の
５
月
末
に
撤

去
、
再
整
備
は
体
育
施
設
の
集
約
化
、

利
用
状
況
、
支
柱
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
全
体

の
整
備
、財
源
等
も
含
め
関
係
課
と
検

討
し
た
い
。

　
　
村
内
の
小
学
校
に
相
応
の
施
設
運

営
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
指
針
を
持

た
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
小
学
校
施
設
運
営
に
つ
い
て
の
公
の

指
針
と
い
う
策
定
は
し
て
ま
せ
ん
。空

き
教
室
等
を
学
童
ク
ラ
ブ
、体
育
館
及

び
運
動
場
は
現
状
の
活
用
方
法
で
施

設
運
営
を
行
い
、今
年
度
、喜
瀬
武
原

小
学
校
プ
ー
ル
を
休
止
、安
富
祖
小
学

校
プ
ー
ル
の
移
動
教
室
で
の
試
験
運

用
を
行
って
い
る
。

　
　
中
学
統
合
前
と
後
、
村
内
６
校
の

財
政
に
係
る
試
算
を
伺
い
ま
す
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
当
初
予
算
は
小
学
校
管
理
費
で
約

９
百
万
円
余
り
増
、中
学
校
で
は
３
千

８
百
万
円
余
り
増
、制
服
購
入
の
５
百

万
円
余
り
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
委
託

料
の
３
千
７
百
万
円
余
り
が
増
の
大

き
な
要
因
。中
学
校
統
合
前
後
の
財

政
的
負
担
の
詳
細
は
、９
月
決
算
で
細

か
く
分
析
で
き
る
。

　
　
統
合
中
学
校
が
で
き
た
と
い
う
こ

と
で
運
動
場
、
教
室
も
含
め
て
整
備

に
手
が
回
ら
な
い
。地
域
社
会
に
関

わ
り
と
連
携
を
ど
う
考
え
て
ま
す
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
今
年
度
、
学
校
運
営
協
議
会
制
度

が
開
始
さ
れ
地
域
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
も
含

め
て
運
営
の
や
り
方
を
決
め
て
い
き
ま

す
。学
校
長
会
で
中
学
生
が
地
域
に

入
っ
て
、
仮
に
地
域
の
日
を
設
定
し
て
、

出
身
の
小
学
校
で
地
域
と一緒
に
作
業
、

運
動
会
時
期
の
草
刈
り
な
ど
を
提
案

し
て
い
る
。

　
　
中
学
校
で
は
予
算
が
補
正
で
組
ま

れ
て
、
今
度
小
学
校
で
の
整
備
、
財

源
・
人
財
に
係
る
具
体
的
な
構
想
と

あ
る
。大
き
な
予
算
を
か
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ど
う
い
う
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
の
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
世
界
に
対
応
で
き
る
子
供
た
ち
の

育
成
と
い
う
こ
と
で
、
将
来
１
人
１
台

の
端
末
で
の
操
作
の
職
業
が
ほ
と
ん
ど

に
な
って
く
る
。こ
れ
か
ら
の
社
会
を
見

据
え
て
導
入
を
図
って
い
る
。

　
　
こ
れ
に
よ
っ
て
学
力
向
上
は
期
待

で
き
る
の
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
将
来
的
に
は
学
力
も
含
め
て
、
大
き

な
テ
ー
マ
と
し
て
生
き
る
力
と
い
う
と

こ
ろ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
政
治
と
い
う
の
は
優
先
順
位
で

し
ょ
う
。う
ん
な
中
学
と
い
う
目
新
し

い
立
派
な
も
の
が
で
き
る
。そ
し
て
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
が
で
き
て
設
置
す
る
と
い
う
。

そ
う
い
う
も
の
に
目
が
い
っ
て
財
政

を
つ
ぎ
込
ん
で
、
子
供
た
ち
に一生
懸

命
教
育
と
し
て
身
に
付
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
も
の
に
手
が
回
ら
な
い
と

言
っ
て
い
る
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
財
源
的
に
厳
し
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
の
で
、
施
設
係
と
予
算
も
可
能
な

範
囲
で
対
応
し
た
い
。

　
　
国
内
の
観
光
が
解
除
さ
れ
る
と
、

沖
縄
に
も
多
く
の
観
光
客
が
来
る
。

山
田
か
ら
宇
加
地
に
か
け
て
路
線
に

対
応
し
た
打
開
策
は
あ
る
か
。

　
　
建
設
課
長
　屋
良
朝
也

　
　
塩
屋
か
ら
宇
加
地
に
か
け
て
は
信

号
が
な
い
状
況
で
、
信
号
の
増
設
や
、

滑
り
止
め
舗
装
な
ど
を
施
す
必
要
が

あ
る
。地
域
の
声
な
ど
、
中
部
土
木
事

務
所
や
公
安
委
員
会
と
の
協
議
が
必

要
と
な
って
く
る
と
思
い
ま
す
。
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◆
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答 答

答 答

真
栄
田
漁
港
グ
ラ
ウ
ン
ド
照

明
施
設
撤
去
後
に
再
整
備
実

施
す
る
是
非
に
つ
い
て

中
学
校
統
合
後
の
小
学
校

経
営
の
継
続
的
・
計
画
的

運
営
に
つ
い
て

県
道
６
号
線
沿
線
の
交
通

事
故
等
及
び
係
る
開
発
に

つ
い
て

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想

つ
い
て

吉
山
盛
次
郎
　議
員
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議会の動き

広報委員会美化作業

6月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・志喜屋文康前村長叙勲伝達式（役場：議長）
・北部市町村議会議長会第１回理事会・定
例総会　　　　　　　　（北部会館：議長）
・令和２年議会運営委員会（議員６名）
・令和２年第５回恩納村議会６月定例会・本
会議（開会）
・令和２年第５回恩納村議会６月定例会・本
会議一般質問（４名）
・令和２年議会運営委員会（議員６名）
・令和２年第５回恩納村議会６月定例会・本
会議（閉会）
・第６８回恩納村戦没者慰霊祭
　　　　　　　　　　（村慰霊之塔：議長）
・令和２年度恩納村漁協組合通常総会
　　　　　　　　（前兼久交流施設：議長）
・議会広報委員会第１回編集会議（委員５名）
・令和元年度北部広域市町村圏事務組合決
算審査　　　　　　　　（北部会館：議長）

・令和２年度沖縄振興拡大会議 Web 会議
　　　　　　　　　　　　　（役場：議長）
・通信所返還跡地開発に伴う地元企業優先

2日
4日

8日
10日

11日

16日

23日

26日

29日

1日

7日

8日
9日

14日

16日

20日

21日

22日
29日

5日

18日

20日

発注の協力要請　　　　　　（役場：議長）
・議会広報委員会第２回編集会議（委員６名）
・県産品優先使用の要請行動の実施に伴う
協力　　　　　　　　　　　（役場：議長）
・キャンプ・ハンセンに関する三町村連絡協
議会（金武町：議長）
・令和２年議会運営委員会（議員５名）
・基地問題対策委員会（委員８名）
・議会広報委員会第３回編集会議（委員６名）
・令和２年第６回恩納村議会臨時会
・令和２年議会運営委員会（議員６名）
・キャンプ・ハンセンに関する三町村連絡協
議会要請行動　　　　（沖縄防衛局：議長）
・令和２年第７回恩納村議会臨時会
・議会広報委員会第４回編集会議（委員６名）

・議会広報委員会第５回編集会議（委員６名）
・金武地区消防議会（議員２名）
・北部市町村議会議長会第２回理事会・総
会　　　　　　　　　　（北部会館：議長）
・議会だより「うんなＮｏ１４５」発行

7月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

8月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　令和２年７月２９日、広報委員会６名の議員で役場3階中庭に花の苗を植え付けしました。日頃議論を交わ
す議場や委員会室の近くに、蝶をたくさん呼べる様な癒しの空間を作成するために一生懸命頑張りました。
ご来庁の際には、ぜひ見学して下さい。


